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棚橋源太郎とその博物館学（1）
矢　島　國　雄＊
はじめに
　2008年5月に博物館法が改正された。
1951年に制定されて以来，数度の改正はあ
ったものの，その根幹は変わっておらず，我
が国の博物館の実態との乖離が問題とされ続
けてきた。教育基本法改正を受けての本格的
な見直しが期待されたが，結果的には最も根
本的な問題の解決が先送りされたままとなっ
たことは遺憾である。
　1951年制定の博物館法は，棚橋源太郎の
原案が基礎となっていることはよく知られて
いる。しかしながら，この棚橋の原案と制定
された博物館法に，すでに大きな開きがあっ
たことも事実で，そのもっとも大きな問題
は，国立の博物館を含む包括法として，我が
国の博物館を体系化することをこそ棚橋が構
想したのに対し，文化財保護法制定に伴う国
立博物館の博物館法からの除外により，この
ことは実現できずに今日に至っている。
　抜本的な法改正は実現しなかったが，国立
の博物館を含む体系化や，国会の付帯決議に
もあるように，現状の博物館の登録制度には
問題があり，早急に新たな制度設計を求めら
れるなど，早期の再改正が望まれるところで
ある。
　こうした状況の中で，改めて棚橋源太郎の
博物館学を今一度考えることも意味があるだ
ろう。博物館も冬の時代かといわれる今日，
新たに包括的に問題解決を図れる法の制定に
向けた準備を進めるためにも，1951年の博
物館法制定の中心人物の一人であり，法制定
後も自身が関わった法の問題点を指摘し続け
た棚橋源太郎の博物館についての考え方を改
めて振り返ってみたい。
　なお，以下，学校名，書名や引用文等の旧
漢字はすべて新字としたことをお断りする。
1．棚橋源太郎の学的背景
　棚橋源太郎（図1）は，1869（明治2）年
6月2日，現在の岐阜市南柿ヶ瀬で生まれ，
約3キロメートルほど離れた岐阜県本巣郡
北方村（現北方町）で育った。1874（明治7）
年，旧藩校化成舎に学び，1876（明治9）年
には北方小学校に入学し，1883（明治16）
年，卒業と同時に授業生となったという。こ
の授業生というのは，明治初期にあった小学
校の授業の補助員のことで，いわばteach－
ing　assistantである。1885（明治18）年に
は，岐阜県華陽学校師範部に入学し，本格的
に教員となる勉強を始め，1889（明治22）
年，同校付属小学校訓導となる。北方小学校
授業生となったのが数えで15歳，華陽学校
付属小学校訓導となったのが数えで21歳で
ある。
　この後，1892（明治25）年，高等師範学
＊　明治大学文学部教授
一21一
図1　棚橋源太郎（『国立科学博物館百年史』より）
校に入学し，博物学を専攻する。同校卒業後
は，兵庫県，岐阜県の師範学校教諭を歴任し，
1899（明治32）年，高等師範学校付属小学
校訓導に転じ，1903（明治36）年に東京高
等師範学校教授となる。
　この学校教育経験および東京高等師範学校
での教員養成教育の実践の中で，棚橋は次々
と理科教育の実践教授法を中心とした著作を
上梓している。それを列記すれば，
　小学理科教科書（全5巻）
　　　　　　　　　　　　文部省　1900年
　小学理科教科書外編　児童用，教員用
　　　　　　　　金港堂　1900年（共著）
　理科教授法講義
　　　　　　　東京理学会水野書院　1901年
　理科教授法　　　　　　　金港堂　1901年
　ヒュース嬢教授法講義
　　　　　　　　　山海堂　1902年（共訳）
　小学各科教授法　　　　　金港堂　1902年
　尋常小学に於ける実科教授法講義要領
　　　　　　　　　　　　育成会　1902年
　文部省講習会理科教授法講義
　　　　　　　　　　　　宝文館　1903年
　尋常小学に於ける実科教授法
　　　　　　　　　　　　金港堂　1903年
　New　English　Reader　Based　Upon　A　New
Method　　　　　金港堂　1903年（共著）
　小学理科教授書　教師用（全4巻）
　　　　　　　　　　　　　　　　1904年
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　小学理科筆記帳（全4巻）　　　　1904年
　国定小学読本準拠庶物標品　　　　1904年
　手工科教授法　　　　　　金港堂　1905年
　手工科教授細案　宝文館　1906年（共著）
　新理科教授法　　　　　　宝文館　1913年
　学校設備々品　　教育新潮研究会　1915年
　改訂新理科教授法　　　　宝文館　1918年
である。1906（明治39）年，東京高等師範
学校付属教育博物館主事を兼務するところか
ら，棚橋の博物館との関わりが始まることに
なるのだが，これに先立つ時期の理科教育を
中心とする教育学研究や教育実践が，その教
育理念を形作ってきたことは間違いない。
　棚橋の教育観や教育実践，そして，その教
育論に関しては多くの研究があるが1，本稿
では多くに触れない。しかし，「直感教授」
「郷土科」「生活改善」の実践は，後の博物館
教育に大きく影を落とすものであったことは
確認しておくべきことがらであろう。
　棚橋が理科に強い関心を抱いた背景には，
小学校から華陽学校時代を通じて，博物学や
農学を教えていた昆虫学の名和靖2との出会
いがあり，東京高等師範学校で博物学を専攻
したのは，その影響が濃いといえる。岐阜の
師範学校教諭に転じたのは，この名和靖の後
任として迎えられたという事情がある。名和
とは道路を一本隔てた向かい合わせの家に住
んでいたということであり，一緒に昆虫採集
などを行ったと伝えられる。
　高等師範学校付属小学校訓導時代を振り返
った棚橋の言葉に，「高等師範学校は，（中略）
教育の本山といったところです。教育の方法
を見るには高等師範に行くよりほかになかっ
たんです。それでわれわれのやる授業がモデ
ルになった。（中略）当時，付属小学校には
同級生が7・8人おったが，理科出身は私一
人だった。（中略）私は理科出身だからオブ
ジェクト・レッスソ（実物教授法）で，観察
科・…・・ドイツのアンシャウングスウンターリ
ヒト，それから郷土科……ハイマート・クン
デ，それから理科と……，そんなものまで教
えたんで……。」3というのがある。すでに兵
庫県や岐阜県の師範学校時代にも野外学習や
実物を利用した教授法を実践していた棚橋
は，高等師範学校付属小学校でも生徒に校外
観察を課すことを主導したという4。佐藤優
香の指摘5するように，棚橋はこの校外観察
の中に，「殊に博物館を有する都市に在りて
は（中略）必ずこれに依らざる可からず。之
れ歴史教授に校外観察の欠く可からざる所以
なり」6と述べているように，学校教育におけ
る博物館の利用は視野に入っていたことは明
らかであるし，訳書である『ヒュース嬢教授
法講義』にも学校博物館の有効性に触れた部
分があることなどから見ると，このころには
博物館の教育機能に関心を寄せていたことが
推し量れよう。
2．東京高等師範学校附属教育博物館主事の
　　棚橋源太郎
　1906（明治39）年，棚橋源太郎は東京高
等師範学校校長嘉納治五郎から附属教育博物
館の主事兼務を命じられる。1890（明治23）
年，東京教育博物館が高等師範学校の附属と
なって上野公園内から高等師範学校隣接地の
最初に文部省博物館の置かれた湯島聖堂に移
されてから（図2・3），その主事には師範学
校教授の千本福隆，谷本富，中川謙二郎，朝
夷六郎，本荘太一郎がそれぞれ兼務で就き，
本荘が休職となった後は3年間主事不在の
ままであったが，6代目の主事として棚橋が
就任することになったものである。5代目ま
での主事はいずれも「長老……，古参のえら
い教授」7が務めたものであるが，校長の嘉納
は，「（前略）自分が此の職（校長）に就いて
から以来，四人異なった主事にその仕事を託
して見た，何れも皆な相応に成績は宜かった
が，特に満足するほどには至らぬ」「何れも
皆繁劇なる職務を有って居る人に其の余暇を
以って教育博物館の任務に当らしめたのであ
図2　高等師範学校附属東京教育博物館全景（明
　　治30年代）（『国立科学博物館百年史』より）
る，又夫等の人は初めより教育博物館のこと
を特に研究した人では無いのである，今当分
の中は特に教育博物館に対して緻密なる研究
をしている人は得ることは難きことであらう
と思ふ」8と述べている。嘉納は博物館の状況
に満足していたわけではなく，人材不足を嘆
き，また経費不足を嘆いている9。少壮の棚
橋に主事兼務を命じた嘉納が棚橋に何を期待
したのかは必ずしも明確ではないが，『教育
界』臨時増刊号『教育博物館』に見られる
「今の裁縫および手芸の陳列品は，もはや長
く陳列してありますから，殊更に取り出して
みる必要を感じない（中略）ずんずん新しい
参考になるものを求めていただきたい」「学
校建築の器具，模型，標本等のごときは，概
ね皆な旧式にして，現在の用には供し難いも
のである」「今日の所では唯々古道具屋に往
ったやうな体裁であって，実に情けない有
様」で「これは殆んど活動していない教育博
物館である」10といった評価に対し，同書に
「実物教授品」「動植物鉱物及び生理教授用品」
という2本の論説を寄せ，その中で「総評
と本館に対する希望」を書いた棚橋の考えを
評価した嘉納が，棚橋に教育博物館を託そう
と考えたものではないかと思われる。
　主事となった棚橋が教育博物館というもの
をどのように考えていたのかについては，就
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図3　高等師範学校施設配置図（明治31～32年版）（『高等師範学校一覧』より）
任の年の第1回全国小学校教員会での演説
に明らかである11。このとき棚橋は，「教育
博物館は，特に教育の改善のために，教育者
の智識を進めることを唯一の目的とすべきも
のと信じます」「海外の或る教育博物館では
身近な学術上の事項に関し，通俗講義を催ほ
して，学問の普及に努めて居るものもある
が，私の考えでは，斯ういう類の仕事は，教
育博物館の本領とする所ではない」と述べて
いる。教育博物館の役割を教育関係者にとっ
ての専門博物館であるべきものとして位置づ
けているのであり，後の棚橋の「通俗教育」
に資するという博物館経営の在り方とは180
度異なる姿勢であったことがわかる。
　この演説で棚橋は，教育博物館の任務とし
て，第1に「最新の教授用具，家庭，学校
に於ける教育上の諸設備を，世間に向かって
紹介し推挙する」，第2に「国内外教育の過
去，現在の状況を容易に知らしむること」，
第3に「教育の理論，実際に関する智識を
普及すること」を挙げ，事業内容としては
「教育品」の陳列が最も重要な仕事であると
している。この「教育品」の具体的内容とし
て棚橋は次の5類の展示すべき資料群を挙
げている。
　①．「内外国最新の教授用具，生徒用品，
　　　材具建築の模型」
　②．「最新の内外国教科書類」
　③．「諸学校の規則，一覧，教授細目，学
　　　校建築や学校生活の模様を写した写
　　　真絵画の類」
　④．「内外国諸学校生徒の成績品」
　⑤．「内外国教育史の資料となるべき教育
　　　品」
　いずれをとってみても「通俗教育」に資す
るものではなく，まったく教育関係者にとっ
ての参考となるべきものを挙げているのであ
り，先に『教育界』臨時増刊号で棚橋が挙げ
た改善案の実現に通ずるものであったといえ
る。
　①は教科書ばかりが教授用品ではなく，
「それ以外の教授用品が等閑に附せらるNと
いふことは誠に理由のないことである」「教
具研究上の便利を与えることが目下の一大急
務」12であるとして，教授用具の研究を教育
博物館の事業の柱とする考えを示し，実際に
1907～09年にかけてr教育研究』誌上に
「教具の研究」を5回にわたって連載する13
ほか，教育博物館に事務局を置く教授用具研
究会を発足させている。　　　　　　　．
　この他の教育博物館の事業として棚橋は，
「教育図書の閲覧，並に，教育に関する講演
を催ほすこと」，来館者に対する「親切丁寧
に説明をして聞かせる」，「処方の学校などか
ら教育品の購入方について」問い合わせがあ
れば「一々之に応答してその便利を計る」，
「研究の成果や，新たに館内に陳列された教
具などについて」紹介することが重要であ
り，そのために「教育博物館には一つの機関
雑誌」を持ち，「毎年年報を発行して其の一
年間に於ける館の事業を世間に報告する」，
「地方の教育展覧会等」に「備え付けの教育
品の一部を貸与する」といったことを挙げて
いる。
　主事となった棚橋は，こうした考えのもと
で展示の改革に乗り出し，図書閲覧室を移し
て展示場を拡大するとともに，教育歴史部を
新設して教育史，教授史研究資料を一括して
展示した。この教育歴史部の展示資料には教
育参考品の中から古くなったものの一部も移
したが，全体の展示を見やすく整理するため
に利用価値の少ないもの，同一または類似の
資料については代表的なものにとどめ，他は
倉庫に収容した。さらに，大成殿に「特別室」
を設け，「直接教育二関係アルモノニ限リテ
入場」（特別室規定・明治39年7月制定）で
きることとし，「内外国学校生徒成績品」，
「教育図書及ヒ教具ノ目録」を展示した14。
この特別室の展示は1911（明治44）年まで
続くが，1908（明治41）年には文部省から
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英国諸学校教育品の交付を受け，展示を更新
するなど，教育関係者の注目を集めた。第1
から第3陳列場からも「通俗教育」に関す
るものは撤去し，「本館従来ノ経営ノ主義ヲ
変シ列品中二在リテ学校及家庭教育上直接参
考トナラサルモノハ之ヲ撤去シ代フルニ専ラ
教育関係者及教具製造業者等ヲ稗スルニ足ル
モノヲ以テシ教育博物館トシテノ本領ヲ発揮
セソコトニ努メ」15るという大改革を棚橋は
断行する（図4）。
　明治39年から明治44年までの年間の入館
者数の推移をみると，5万人から3万人弱へ
とかなり大きく減少している。一方で，特別
室の入館者は当初1500人ほどであったもの
が約5000人と増加している16。これは，「通
俗教育」に関するものを撤去して教育関係者
のための専門博物館としての展示に特化した
からに他ならない現象である。
3．欧米留学と博物館観の変化
　棚橋源太郎は，1909（明治42）年，文部
省より2年間のドイッ留学を命ぜられる。
（蓄縮図） 第一陳列場一
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図4　東京高等師範学校附属東京教育博物展示場平面図（明治39年以降）（『国立科学博物館百年史』より）
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研究課題は教育学であったが，専門学務局長
の福原錬二郎から「教育学は棚橋君に限った
ことではない。（中略）君には博物館のこと
をやってきてもらいたい」と言われ，教育学
と博物館研究を課題として1909年10月に出
発，1911年12月，アメリカを経て帰国する
ことになる。1年8ヶ月に及ぶドイツ滞在中
に棚橋は理科教育の研究を行う傍ら博物館を
見て回ったようだし，アメリカを経て帰国す
る間も各地で博物館を見ているようだが，当
時棚橋がどの博物館を見たのかは，必ずしも
明らかにされてはいないようだ。筆者も今回
は十分な調査ができないままとなってしまっ
たので，これは他日を期したいが，棚橋の博
物館観を考える上で，これはかなり重大な問
題である17。
　棚橋の留学中の1911（明治44）年5月，
「通俗教育調査委員会官制」が定められた。
これは自由思想，左翼思想の台頭に危機感を
持った政府による社会教化，思想善導の「通
俗教育」の強化策という側面を持つものだ
が，この委員会の示した具体的方策がこの後
の社会教育振興策の骨格となる。
　文部省は，この委員会の決議に基づいて東
京高等師範学校に対し，1912（明治45）年
3月，同校附属東京教育博物館内に通俗教育
に関する展覧及び講演等の施設を設置するよ
う要請する。帰国し，主事に復していた棚橋
はこれを受けて「通俗教育館」を開設するこ
とになる。
　通俗教育館は，「（前略）新館と称する一棟
を以て之が陳列場に充て，建物及び陳列用具
の修繕部品の蒐集に着手し，同年（1912）
十一月三十日，大略の陳列を終りたるを以っ
て，不取敢開館して公衆の観覧に供すること
とせり。当館に於ては，同時に又従来の教育
図書閲覧所を以て，通俗教育調査委員会に交
渉して，同会の認定に係かる通俗図書全部一
通り借り入れの承諾を得，一方又出版業者に
対して通俗図書の寄贈を依頼し，此等蒐集の
図5　通俗教育館の内部（大正2年頃）
　　学博物館百年史』より）
（『国立科
図書を従来の当館図書閲覧所に備へ付け，同
年十月より公衆の閲覧に供することとせ
り」18という形で始まり，棚橋が理科教育出
身であったことから，「自然科学及び之が応
用に関する卑近なる器械標品模型絵画及び写
真の類を陳列して，公衆の観覧試用に供する
事，及び通俗の図書を備へて公衆の閲覧に供
することの二つ」を事業内容とした（図5）。
これは第1陳列館の列品を大成殿とその回
廊に移し，ここを通俗教育館に充てたもので
ある。
　この通俗教育館において，棚橋は留学中に
見たドイツなどの博物館の展示法を導入し，
一般観覧者が容易に展示を理解できる工夫を
随所に採り入れている。その展示は，「天
産」，「重要商品製造順序標品」，「理学器械及
び器械模型」，「天文地理」，「衛生」の5部
門からなっていた。天産部門では，淡水生物
をガラスケースで飼育して，生きたまま見せ
る工夫をし，動物の剥製ではジオラマ式の生
態展示を採り入れ，動物，植物，鉱物標本の
分類展示では，「図解せる絵画と併せ陳列」
して理解を助けることを狙った。重要商品製
造順序標品部門では，ガラス，セルロイド，
セメソト，ゴム，歯磨き粉，石鹸，インク，
鉛筆，獣皮，ラシャ，絹布，人絹，綿布，モ
スリソ，陶器，漆器，銅線板，石油，印刷
物，ビールなどについて，「原料より完成品
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に至るまでの標品を蒐集して，その製造場に
於ける就業の実況を示したる写真絵画等と併
せ」19て展示した。理学器械および器械模型
部門では，力学，電気学，音響学，光学等に
関する器械28種，数種の器械学模型，旋
盤，ミシン等を展示し，これらのものは来館
者が「自らボタソをおしたりハンドルを廻し
て理科応用の実際的知識」20を得られるよう
配慮した。天文地理部門では，起伏地図，火
山模型や天文学に関する各種の器械類が展示
され，図解や写真，幻灯を併用した。衛生部
門では，人体解剖模型や内臓諸器官の模型，
食品や嗜好品の成分分析標本，飲料水の供給
方法等の展示があり，衛生知識の普及を図っ
た21。
　学校教育における「実物教授」，「直感教
授」，「観察科」，「郷土科」，「生活改善」など
の推進を通じ，特に理科教育を中心として，
その革新を図ってきた棚橋は，欧米における
博物館の教育手法も，こうした教育思想や手
法から理解し，それを「通俗教育」に応用す
ることで，我が国の博物館の展示を一新した
といえる。
　1914（大正3）年，東京高等師範学校附属
東京教育博物館は文部省普通学務局の直轄に
なり，名称を東京教育博物館と改めた。棚橋
は東京高等師範学校教授のまま，この新たな
博物館の館長事務取扱に就任し，本格的な博
物館事業の展開に取り組むこととなる。この
年，東京大正博覧会が開かれ，その教育学芸
館の建物が東京府より宮内省に寄贈されてい
たが，1917（大正6）年，東京帝室博物館よ
り旧教育学芸館の引渡しを受け，湯島にこれ
を移築する（図6）。これによって，東京教
育博物館の展示面積は旧来の展示場に比し，
約6倍の面積を獲得することになった。文
部省は，これを機に東京教育博物館の体制を
強化し，棚橋源太郎を文部省督学官とし館長
を兼務させ，順次，職員を増やした。この結
果，1920（大正9）年までに館長以下14名
28
図6　大正6年新築の東京教育博物館（旧教育学
　　芸館を移築）（『国立科学博物館百年史』よ
　　り）
の体制となり，館長の下に2名の主事が配
された。
　1916（大正5）年，棚橋は常設の展示とは
異なるテーマの時宜にかなった特別展の開催
を計画し，これを実践に移す。我が国初の期
間をあらかじめ設定して開催した展覧会で，
最初の特別展は，「虎列拉（コレラ）病予防
通俗展覧会」（1916年9月下旬～11月中旬）
である22。旧教育学芸館の移築がすみ，新展
示館が完成すると，その開館披露を兼ねて
「大戦と科学展覧会」（1917年11月17日～12
月16日）が行われている。その後，1923
（大正12）年の関東大震災で焼失するまでの
間に，「食品衛生経済展覧会」，「天然痘予防
展覧会」，「廃物利用展覧会」，「家事科学展覧
会」，「災害防止展覧会」，「生活改善展覧会」，
「「時」展覧会」，「児童衛生展覧会」，「鉱物文
明展覧会」，「計量展覧会」，「印刷文化展覧
会」，「活動写真展覧会」，「運動体育展覧会」，
「消費経済展覧会」，「動力利用展覧会」，「衛
生工業展覧会」と毎年2から3回の特別展
を実施している23。
　この特別展に合わせて，通俗講演会と映写
会がおこなわれるようになり，通俗教育館と
しての三つの事業，すなわち，博物館展示，
通俗講演会，通俗図書館が揃ったことにな
る。こうした経営展開を進めてきた棚橋の東
京教育博物館の将来計画は，「名称は教育博
物館ではあるが，その実質は民衆教育を目的
とする科学博物館である」24という認識にも
明らかなように，本格的な国立の科学博物館
の創設にあった。
　すでに1917（大正6）年の特別展が，戦争
が新たな科学戦の時代に入ったことを示した
第1次世界大戦の影響を色濃く受けたもの
であったように，このころから急速に理科教
育の強化充実が議論されるようになっていっ
たことや，帝国議会に国立博物館建設の建議
が上程されたり，帝国学士院の斡旋で発足し
た学術研究会議が科学博物館設立を建議し，
文部大臣に具申したりするなど，欧米の科学
博物館を範とした自然科学系の国立の博物館
建設の機運が醸成されていた。こうした動向
を受け，政府は1921（大正10）年，文部省
の東京教育博物館から「教育」の2字を削
除して「東京博物館」と改め，その官制に
「東京博物館ハ文部大臣ノ管理二属シ自然科
学及其ノ応用二関シ社会教育上必要ナル物品
ヲ蒐集陳列シテ公衆ノ観覧二供スル所トス」
と，学校教育のための教育博物館から，社会
教育のための自然科学の博物館とその性格を
大きく改めることになる。2年後には新たに
学芸官，学芸官補が設けられ，博物館の専門
職員が制度化されることになる25。
　文部省と宮内省の間での旧教育学芸館の譲
渡，移築の交渉の中で，宮内次官石原健三か
ら文部次官福原錬二郎宛の返書に，旧教育学
芸館の譲渡とともに，東京帝室博物館天産部
資料の移管についても検討を求められること
となる26。これについて文部次官は，天産部
資料については教育博物館拡張計画の設立に
際して改めて協議したいと回答しているが，
実際にはこの方向は両者の間で確認されてい
たようで，その実際の移管について，帝室博
物館総長の股野琢，その後任総長の森林太郎
（鴎外）と棚橋の間での協議が行われている。
文部省の東京教育博物館となって以後，本格
的な科学博物館への拡張計画が進められてい
き，上野公園内に土地は確保するものの，折
から政府の財政が逼迫して建築予算交付が先
延ばしにされ続けていたうちに，関東大震災
によって東京博物館は建物も所蔵資料も共に
烏有に帰してしまう。
　棚橋は震災応急新営費をもって，木造の仮
設建物を震災の翌年に落成させ，東京帝室博
物館から移譲された同館天産部資料と新たな
寄贈資料，購入資料をもって新たな展示を制
作し，1924（大正13）年5月より順次公開
すると同時に，特別展として5月には「乳
展覧会」を開催するなど，精力的にその復興
を進めたが（図7），同年12月，東京博物館
館長を依願退職し，東京博物館を去る。
　館長退職後，文部省命により再度，博物館
研究のために1年間のフランス留学に出
る。棚橋自身の言葉として，「博物館の楽屋
裏に入って，資料の調査室や研究室や実験室
やライブラリーや……。」を本当に見てきた
と述べている27。先のドイッへの留学では博
物館は表からしか見ておらず，今回初めて
ヨーロッパの博物館の裏側まで見て帰ってく
ることになる。
　この留学に先立って，赤十字社社長から
「ヨーロッパから帰ったら，赤十字社創立五
十年記念に，衛生博物館をつくってくれ」と
赤十字博物館の創設を依頼されていた棚橋
は，帰国後官を辞し，赤十字博物館創設事務
に就く。関東大震災で自身の育てた博物館を
焼失している棚橋は，博物館建築は耐火建築
とすることはもとより，展示ケースもスチー
ル製とすることをこの赤十字博物館で推進
し，また，展示についても二度の留学経験か
らより積極的な教育的で楽しめるものとする
工夫を凝らしていく。東京教育博物館で始め
たジオラマ式の生態展示（図8）も，より本
格的なものとしていく。
　このように第1回の留学から帰国後の棚
橋は，もっぱら一般公衆に向けた博物館の社
会教育機能の拡大充実に努め，欧米での見聞
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図7　東京博物館（第二次）の敷地，建物及び展示配置図（『国
　　立科学博物館百年史』より）
図8　東京博物館（第二次）の動物生態展示（『国
　　　　立科学博物館百年史』より）
を生かした博物館作りを推進してきた。その
博物館学的特徴は，すでに佐藤優香が指摘し
ているように28，欧米の博物館事情の紹介を
通じての博物館のあり方やその技術に関
する発言，我が国が建設すべき博物館の
性格と内容をめぐる発言によく表れてい
る。
　欧米の博物館事情をめぐっては，その
規模や充実振りに驚き，我が国の博物館
は著しく遅れているとし，施設・建物は
もちろんのことだが，「其の陳列品の多
方面に亘って，実に豊富な事，そしてそ
れが科学的にまた教育的にそれぞれその
目的に従って善く分類されて整然たる」
こと，「陳列館や陳列箱の構造，陳列の
方法，説明の附け方，保管の方法などに
なると，流石に古くから経営されて居る
だけに博物館学Museumskundeと言っ
て博物館経営に関する専門の学問技術が
発達して居る位である」29と，欧米の博
物館とその博物館学を高く評価してい
る。そして，この欧米の博物館は，学術
研究のひとつの中心機関でもあること，
「昔から最近に至る迄の研究発見や工夫
製作の成果を系統的に展開して」学者や
専門家のために資すると同時に，「人民
の博物館として，一般民衆の知識趣味の
普及向上に努めて居る」と，その性格を
研究機関であると同時に教育機関である
と説き，研究機関としてその「蒐集整理」
に専門の館員や委員をおくばかりではなく，
教育機関としても「教育に経験ある館員をお
いて，一般民衆の教育に当ら」せていると，
その組織の充実振りを説く30。
　展覧会や講習会・講演会，あるいは見学者
に対する展示解説，館外への資料の貸し出し
や巡回展などの積極的な博物館教育の経営を
主張するとともに，「我が国には博物館従業
員の養成機関が無いのである。従って博物館
の真の任務を解し新らしい経営法を知ってい
る専門家が無い」31と，欧米に比した遅れの
根本を指摘する。
　棚橋は，博物館とは単なる見世物小屋では
30一
なく，国民の教育に必要な機関であるとし
て，欧米に習い，その発達を図ることが必要
であり，その教育的利用について意を尽くす
ことを求める。この意味では，東京教育博物
館から東京博物館時代の棚橋の博物館観は，
その教育的意味に強く傾斜した所論であった
と特徴付けることができよう。
　こうした博物館の社会的役割と意味の理
解，そして棚橋自身が理科の専門家であった
ことから，当時の我が国にあって必要とされ
る博物館として，自然科学系の博物館が「閑
却されている」とし，その建設を態濾す
る32。また，教育博物館についてもドイツや
アメリカの例を引き，自身が高等師範学校附
属東京教育博物館で進めたような，教具研
究，教具の改良や普及供給のための機関とし
て必要であると説く。さらに，学校教育にお
ける博物館の利用のあり方と，生徒自身の手
で博物館を経営させる学校博物館の構想を示
している33。
　ところが，第2回目の留学から帰国後の
発言には，研究機関としての博物館の位置づ
けを求めることが目に付き始め，また我が国
の博物館全体の発達を促進しようとする制度
的な働きかけの意欲が窺われるようになる。
社会教育機関としての博物館の意義や役割に
ついては従前どおりであり，雑誌等に発表し
た所論をまとめて『目に訴へる教育機関』
（1930宝文館）を刊行することなどから，
この時期もなお棚橋の博物館論は，社会教育
機関としての意味を強く主張しているように
見えるが，本格的な科学博物館の創設がその
途についたこともあってか，より大きな観点
から我が国の博物館を考え，発言するように
なっていったことが窺えよう。
　このことは何より，1928（昭和3）年の博
物館事業促進会の創設に，その棚橋の考えと
意欲を窺うことができるが，博物館事業促進
会，日本博物館協会の創設と経営，博物館令
制定に向けての努力などを通じて窺える棚橋
の博物館学の成長については次章に譲る。
＊4．博物館事業促進会・日本博物館協会と棚橋
源太郎，5．博物館法の制定と棚橋源太郎，6．ま
とめ一棚橋博物館学は次号
1新井孝喜　1991『棚橋源太郎における郷土科
　の構想』　棚橋源太郎先生顕彰研究会，宮脇一
利　1996「生態学教授プラソとしての棚橋源太
　郎の博物教授について」『教授学の研究』13，
　小出義彦・石田文彦　1998「棚橋源太郎と手工
教育」『日本産業技術教育学会誌』40－4，川合
章2000『生活教育の100年』星林社，木村
　範子　2008「明治末から大正期における東京高
　等師範学校付属小学校の訓育問題」『筑波大学学
　校教育論集』30ほか。
21857（安政4）－1926（大正15）。ギフチョウの
　命名者として知られる。1896（明治29）年，名
　和昆虫研究所を設立し応用昆虫学の研究に力を
尽くす。1907（明治40）年，名和昆虫研究所記
　念館，1919（大正9）年，名和昆虫博物館を開
　館する。名和は1896年，岐阜県師範学校の動物
　学の教諭から農商務省の技師に転ずるため，棚
　橋を後任に求める。
3棚橋源太郎・宮本馨太郎　1962『棚橋先生の
　生涯と博物館』六人社，pp38－39
4佐藤優香　1998「教育博物館における教育機
　能の拡張一一手島誠一と棚橋源太郎による西洋教
　育情報の受容一」『博物館学雑誌』23－2，pp54－
　55
5注4に同じ。
6棚橋源太郎　1905「校外観察に関する研究」
　『教育研究』13，p15
7注3に同じ。p41
8嘉納治五郎　1903「東京教育博物館に就て」
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The　Life　and　Museology　of　Tanahashi　Gentar6
YAJIMA　Kunio
　　This　article　is　an　attempt　to　take　another　look　at　the　characteristics　of　the　academic　background　that
gave　birth　to　the　museology　of　Tanahashi　Gentar6．
　　School－based　science　education　and　museum　education　were　important　to　the　academic　background
of　Tanahashi’s　museology．　It　is　also　signi丘cant　that　he　promoted　the　most　advanced　educational　tech－
niques　of　the　day，　including　using　original　objects　in　lessons，　and　intuitive　education．　We　can　glimpse
the　source　of　Tanahashi’s　views　on　heimat　museums　and　small　heimat　exhibits　in　schools　in　the　heimat
training　Practical　lessons　in　school．
　　When　Tanahashi且rst　became　involved　with　museums，　it　was　with　the　Educational　Museum　of　the
Higher　Teacher’s　College．　At　that　time，　there　was　a　drive　for　the　museum　to　be　created　as　a　specialty
museum　for　educators．　After　having　returned　from　studying　in　the　West，　he　came　to　place　importance
on　the　role　of　the　museum　as　an　institution　of　social　education，　Following　the　establishment　of　the
Popular　Education　Hal1（丁吻o肱恥o伽一lean）within　the　Tokyo　Education　Museum，　he　introduced　the
advanced　exhibition　techniques　of　the　contemporary　West，　completely　changing　the　appearance　of　the
old　exhibits．　In　addition，　he　arranged　many　special　exhibitions　and　widely　expanded　the　social－educa・
tion　function　of　museums．
　　At　the　root　of　Tanahashi’s　museology　are　his　ideals　as　a　science　educator　and　also　the　belief，　as　he
learned　from　the　advanced　museology　of　the　West，　that　a　museum　must　be　a　research　institution　in　ad－
dition　to　being　an　institution　of　social　education．　Tanahashi　was　a　central五gure　in　the　enactment　of　the
Museum　Law．　Even　after　the　enactment，　however，　he　continued　to　voice　his　opinion　on　the　areas　in
which　his　input　had　not　been　included，　and　the　inadequacies　of　the　process　of　institutionalization　of　the
museum　in　general．　In　particular，　it　is　important　that　he　continued　to　stress　that　museums　should　be　wi－
thin　the　jurisdiction　of　the　Research　Promotion　Bureau　instead　of　that　of　the　Social　Education　Bureau．
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